
学校だより６月号 

学校教育目標 

★「未来を拓く」束荷小教育 

つ…強い心と体をもち、か…賢い頭

をつくり、り…立志の実現のために努

力を続け、は…自分自身の花を咲かせ

る、たくましい束荷っ子の育成。 
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（何事も誠実に親切に） 

平成２７年(2015年) ６月１日現在 

１年… １名 ２年… ３名 

３年… ０名 ４年… ６名 

５年… ４名 ６年… １名 

児童数 合計１５名（１１家庭） 

○発 行：光市立 束荷小学校 

○文 責：〔校長〕 三浦龍夫 

★情報があれば、お知らせ下さい！  

    生涯を通して夢中になれるものを 

志(目標)をもつこと 

                           校長 三浦龍夫 

１０歳の小学４年生が「１／２成人式」を行い、これまで育ててくださった家族の方に感

謝の気持ちを表し、今の時点での将来の夢を語ることは全国的な取組になっています。本校       

でも昨年度「立志の集い」を実施し、全校児童が夢を語ったそうですね。私もそういう取組

が好きです。生活経験の少ない子が将来を考えるのは少し難しいかもしれませんが、考える

機会をもつこと自体が大切なことだと考えます。                      

少し自分の話をさせていただきます。私がその１０歳の小学４年生の時「メキシコオリン

ピック」が開催されました。そのオリンピックのマラソンで君原健二さんが銀メダルを獲得

しました。メキシコは標高が２千㍍以上あり、空気が薄い中、苦しそうに首を振りながら走

る姿が強烈に印象に残り、私は自ずと陸上選手を目指しました。次第に力の限界はわかり競

技から離れましたが、目標をもち日々努力することは、教員という今の仕事につながってい

ったと思えます。 

朝のマラソンで誰よりも遅い私ですが、６月の全校朝会でこのことを子どもたちに話すと

けっこう真剣な顔で聞いてくれました。 

  束荷小の学校目標の り・・立志の実現のために・・を私は ○職業としての将来を考え

る子 は・・自分自身の花を・・は ○自己実現（こんな人になりたい、こんな人でありた

い・貢献）と位置づけています。 

目標が見つかったらその実現のために今何をするか考え行動する。好きなものがみつかっ

たらできたら一生涯続けて楽しんでほしい。(生涯学習) 私も今、以前とは少し違う形で、

それでも同じ夢を追いかけています。 

 

― 束荷小、こんな教師集団を目指します ―  

教職員 11名が、束荷小15名の担任として子どもたちの指導に当たります。 

愛情いっぱいの教師 

 子どもに寄り添う愛情力の向上 

共にのびる教師 

チーム束荷の一員として働く組織力の向上 

使命感のある教師 

教育公務員としての自覚と教師力の向上 

※写真の他にも、複式補助・図書館補助、さらに、ひかりプラン・英語担当・ＡＬＴ等、

総勢１１名のチーム束荷です。 

 



      

  


